或 小さな お 坊ちゃんが、 お 誕生日のお 祝 ひに、 箱 入 

りのお もちや を もら ひました。 坊ちゃん は、 さっそく 

あけて 見て、 

「や あ、 兵たい だ/ \ ご と、 手 をた、 いて よろこび ま 

した。 そしてす ぐに 一 つ，^ とり 出して、 ティ ブルの 

上に ならべました。 それ は 青と 赤の 服 を 着た、 小さな 

鉄砲 を かついだ、 小さな 錫の 兵たい でした。 すっかり 

で、 ちょうど 二十 五人ゐ ました。 

これ だけの 兵たい は、 もと、 おもちゃ 屋が或 一本の 



ちゃが どつ さりな らんで ゐ ました。 その 中で 人の 目 を 

ひく、 一ばん きれいな おもちゃ は、 ボ— ル 紙で 出来た 

立派な 西洋 館でした。 その 部屋ぐ の 窓 は、 ちゃんと 

切りぬ いてあって、 のぞく と 部屋の 中が すっかり 見え 

ました。 それから 正面の 入口の まん 前に は、 ひくい 青 

い 立ち木に かこまれた 円い 池が あります。 その他 は 鏡 

で 出来て ゐ るので した。 その 中には、 いくつかの 蠟細 

ェの 小さな 白鳥が、 水に 影 をう つして およいで ゐ ます _ 

それ はまった くきれ いでした。 

しかし その他よりも まだ もっとき れいな の は、 入口 

の 石段の 上に 立って ゐる 女の人でした。 それ はボ ー ル 



くせに、 ころび もしないで、 上手に つりあ ひ を 取って 

立って ゐ ました。 そのうちに 夜に なりました。 ほかの 

二十 四 人の 兵たい は、 みんな 箱の 中へ はいりました。 

うち 

家中の 人 もみん な 寝床に はいって 寝て しま ひました。 

すると、 ティ ブルの 上のお もちやた ち は、 そろ/^ 

動き 出しました。 中にはの こ/ \ 人のと ころへ 話しに 

いったり、 お ほぜいで 踊 を を どったり、 さう かと 思 ふ 

と、 けんか をし 合ったり して、 おほさ わぎ をし はじめ 

ました。 

錫の 兵たい たち は、 箱から 出ようと 思って、 どた ば 

た あばれました。 しかし 箱の ふたが 中々 持ち あがり ま 



せん。 

かみき リ かへ る 

こちらで は 小さな 紙 切 ナイフが、 ばねじかけの 蛙 

に ふざけて ゐ ます。 石盤の 上で は、 石筆が ころ/ \ 走 

り ま はって ゐ ます。 その物 音で、 籠の なかの かなり や 

も 目 を さまして、 ちい/^ と 謡 をうた ひ 出しました。 

そんな さわぎの 中で、 れいの 踊の 女の人と、 一本 足 

の 兵たい だけ は、 だまって 身動き もしないで ゐ ました _ 

女の人 は 両腕 を ひろげ、 片足 を はね 上げた まゝ、 石段 

の 上に ぢ いっと 立って ゐ ます。 一本 足の 兵たい は、 そ 

を どリて 

の 踊 手の 顔をぢ つと 見つめた なり、 まっすぐに 一本 足 

でつ、 たって ゐ ました。 そのうち にお 部屋の 時計が 十 



一 一時 をう ちました。 

それと 一 しょに、 煙草の 箱の ふたが、 ひとりで びよ 

ん ととび あいたと 思 ひます と、 中から、 まつ 黒な 鬼の 

おもちゃがぬ つと 顔 を 出しました。 

「おいく 一本 足の 兵たい、 お まへ は 何 を じろ/ \ 見 

てるんだ い。 柄で もない。 よせく。 だれが お前 なぞ 

と 仲よ しになる もの かご 

黒い 鬼 はかう 言って 鼻で 笑 ひました。 一 本 足の 兵た 

いは、 鬼の いふ ことなん かちっと も 聞えない やうに、 

平気で 踊 を 見て ゐ ました。 

「ふ、 ん、 勝手にし ろ。 だが 明日の 朝に なって おどろ 



くな ご 

黒 鬼 は それ を 見て、 ぶん/^ 怒って かう 言 ひました 



二 

その あくる 朝が 来ました。 

坊ちゃん はの こく 出て 来て、 れいの 一本 足の 兵た 

い をお 部屋の 窓のと ころへ 立た せました。 すると、 そ 

れは黒 鬼の した ことか、 それとも 風の せいか、 その 窓 

のがら す 戸が ふいにが たんと はね あきました。 その は 



ずみ に 一本 足の 兵たい は、 いきなり ぼんと はねとばさ 

れて、 その 三階の 窓から、 下の 往来の 石 だた みの 上へ、 

まっさかさまに 落ちました。 くる/^/ \、 す とん。 

「お、、 いた、 ご 

兵たい のかつ いで ゐた 鉄砲の 先 は、 しき 石の 間へ ぐ 

いとつ きさ 、りました。 坊ちゃん は、 

「ぁッ ご と 言って、 ねえ やと 二人で、 往来へ 下りて い 

きました。 

一 一人 は 一 本 足の 兵たい を 一 生けん めいに さがし まし 

た。 兵たい は 二人の ぢき足 もとに 落ちて ゐ るので した。 

一 一人 はもう すこしで それ を ふみ つける ところでした。 



それでもとう/^ その 兵たい が 見つけ 出せません でし 

た。 一本 足の 兵たい は、 

「もし/ \、 こ、 にゐ ます。 こ、 に」 と 泣き声 を 出し 

かけました。 しかし 軍服 を 着た 兵たい が 往来で 泣いた 

りして は 見っともな いので、 むりに がまんして、 口 を 

くひし ばって ゐ ました。 そのうちに ふと 雨が ばら/^ 

落ち 出しました。 間もなく 雨 は ざ あ/^ と、 どしゃぶ 

リ になって 来ました。 

その 雨が やっと 上る と、 小さな 男の子が 二人と ほり 

か、 りました。 

「あ、、 あすこに あんな 兵たい が 落ち てら。 あれ をボ 



ゥトに 乗せて 走らして やらう ね ご と、 二人 はかう 言つ 

て、 さっそく 新聞紙 を を りた、 んで、 小さな ボウ トを 

こしら へました。 

どろ 

往来の わきの どぶに は、 泥の 雨水が どんく 流れて 

ゐ ました。 二人の 子ども は、 紙の ボウ トへ 一本 足の 兵 

たい を 乗せて、 それ を どぶへ 流しました。 そして 二人 

で 手 をた、 きながら、 わいく 言って、 ついて 走り ま 

いき ほひ 

した。 水 はすば らしい 勢 で 流れました。 どきぐ 大 

きな 浪がづ しんと ゆれました。 そのたび に ボウ ト はく 

る/^ ま はって、 今にも ひつく りかへ りさう になり ま 

した。 一本 足の 兵たい はび つくりして、 ぶる く ふる 



へて ゐ ました。 しかし 兵たい ですから、 がまんして、 

こ はい なぞと いふ こと は 顔色に も 出さないで、 ちゃん 

と 鉄砲 を かついで、 一つと ころ を にらみつけて ゐ まし 

た。 

そのうちに、 ボウ トは、 急に 地面の 下の トンネルの 

中へ かけこみました。 そこ はまる で 箱の 中にはい つた 

やうに まつ 暗でした。 ボウ トは その 暗がりの 中 を、 浪 

にも まれて どん/^ 走って いきました。 

「おや/ \、 一たい どこへ もっていかれ るんだら う」 

と、 一本 足の 兵たい はび くくしながら 乗って ゐ まし 

た。 



「これ もみん な あの 黒 鬼が させた こと だ。 ほんと にあ 

や つ を ど リ 

いつは ひどい 奴 だ。 あの 踊の 女の人と 二人で 乗って 

ゐる のなら、 この 暗がりが この 二倍 暗くても 平気なん 

だけれ ど。 おっと、 あぶない。 お、、 もう 少しで 引つ 

くり か へ ると ころだった ご 

一 本 足の 兵たい は 青くな つてち > こまって ゐ ました 

すると、 ふいに その 地の 底の どぶの 中に 住んで ゐるど 

ねずみ 

ぶ 鼠が、 

「おい、 兵たい まて ご と、 どなりました。 

「こら/^ 通行 券 を 見せろ。 おいこら、 通行 券 を 見せ 

ろ つ てば。 」 



しかし 一 本 足の 兵たい は、 だまって 鉄砲の 台 をに ぎ 

つて ゐ ました。 ボウ トは、 かま はず どん/^ 走って い 

ねずみ 

きます。 鼠 は 怒って 追つ かけて 来ました。 

「お、 い、 あいつ をつ かまへ て くれ。 つかまへ て くれ 

通行税 を はら はないで にげたん だ。 通行 券な しでと ほ 

つたんだ ご 

鼠 はかう 言って、 ボウ トの そば を 流れて ゐる、 木の 

きれ 

片 やわらく づ にかせ い をた のみました。 

さう かう してる 間に、 流れ はいよ/ \ 急 になって 来 

ました。 ボウ トは 目が ま はる ほど 早く 走りました。 と 

やがて 向う に 外の 明るみが 見え 出しました。 一 本 足の 



兵たい は、 

「おや、 うまい ぞ。 もうあ かるい ところへ 出た ぞ ごと 

思 ふとたん に、 ごう/ \ /^と、 耳が つぶれる ほどの 

大きな ひ y きがった はって 来ました。 それ は、 どぶが 

も うぢき おしま ひに なって、 下の 大きな ほりわりの 中 

どろみ づ 

へ、 泥水が どうと 落ち こむ 音でした。 

たき 

そこへ 来る と、 水 は 大きな 滝に なって、 まつ さかさ 

まに 落ち こんで ゐ ました。 兵たい の ボウ トは、 あっと 

いふ 間に その 滝の ま 上へ 来て、 泥水の しぶきと 一し よ 

に、 どぶん とほり わりへ さかおとしに 落ち こみました。 

兵たい は、 びし やりと 水 を かぶった と 思 ひます と、 う 



づに まかれて、 くるくる/ \ と、 まはリ 花火の やうに 

ま はりました。 

兵たい は 息 もっけないで、 一生 けんめいに ボウ トに 

かぢリ ついて ゐ ました。 と、 たちまち ボウ トの 中へ は 

水が 一 ぱい はいりました。 兵たい はび つくりして、 か 

らだ をのし 上げて ゐ ますと、 ボウ トは それなりぶ 

くくと しづみ かけました。 水 はもう 兵たい の 頭の 上 

まで 来ました。 兵たい の 目に はもう 二度と 見られない、 

あの 踊の 女の人の 顔が 浮びました。 と 思 ふと、 どこか 

らか、 

r 、、ヽ > ，- 、 ， ヽ 

I ぶ く /\ ぶ く /\ 



どん/ \ しづめ よ。 

死 ぬんだ く、 

、 、ヽ、 、、ヽ * o 一 

と、 だれか V、 うれし さう にうた つて ゐる 声が 聞え ま 

した。 

その はずみに、 もう どろ /^になり かけた 紙の ボウ 

トは、 ふいに 二つに とけ 割れました。 

兵たい は、 それと 一し よに、 ぶく くと 泥水の 下へ 

しづみ ました。 すると そこへ 大きな 魚が ひょいと 出て 

来て、 兵たい をが ぶりと 一の みに のみこんで しま ひま 

した。 一本 足の 兵たい は、 



「おや、 へんな ところへ 来た ぞご と 思 ひました。 

そこ は、 さっきの トンネルの 中よりも もっと/ \ 暗 

いところ でした。 そして 足 や 鉄砲が そこいらへ つかへ 

て、 きゅうくつでした。 しかし 兵たい は、 どうな りと 

勝手に なれと、 もう 度胸 をす ゑて、 鉄砲の 台 を かたく 

にぎった なり、 からだ をつ きのば して、 ふん ぞ りかへ 

つて 寝ころんで ゐ ました。 

魚 は 兵たい を 飲み こんだ ま、、 そっち こっちと、 い 

き ほひよ く はね ま はりました。 



兵たい は どれ だけの 間 さう して 寝ころんで ゐ たでせ 

う。 しま ひに、 上からば たんと なぐりつける やうな 

ひ、 V きがった はりました。 間もなく、 いなびかりの や 

うに、 目の前が ぱっと 明るくな りました。 それと 一 し 

よに、 だれか 女の人の 声で、 

「あら、 こんな 兵たい が はいって ゐたご と、 さもめ づ 

あるう ち 

らし さう にさ わぎた てました。 それ は 或 家の 女の 料理 

人でした。 

魚 はいつ のまに か 漁師の あみに かゝ り、 巿 場へ 売ら 



うち 

れて、 しま ひに この 家の 台所へ 来たので す。 女の 料理 

人 は、 笑 ひながら、 その 一本 足の 兵たい を、 おや 指と 

人 さし 指で つまんで、 ほかのお 部屋へ もってい きまし 

た。 みんな は、 わい/ \ 言 ひながら、 そのめ づ らしい 

ほり 出し もの を 見に 来ました。 一本 足の 兵たい は、 き 

まりの 悪い 顔 をして、 される ま、 になって ゐ ました。 

そのうちに、 だれか y その 兵隊 を ティ ブルの 上へ お 

きました。 兵隊 は そっと あたり を 見 ま はしました。 

すると、 ふしぎな こ ともあれば ある ものです。 その 

ティ ブル はこの 一 本 足の 兵たい が 先にの つかって ゐた、 

あの 同じ ティ ブルではありません か。 



した。 

そのうちに 坊ちゃんが、 ふいに その 兵たい をつ かん 

で、 いきなり スト— ヴの 中へ なげこんで しま ひました _ 

兵たい は、 

「あつ ご とびつく りしました。 これ もや はりあの 黒 

い 鬼の させた ことにち が ひありません。 兵たい はだ ま 

つ てぢ つと して ゐ ました。 

でも 赤 焼けに なった 石炭の 中へ なげこまれ たのです 

から、 たちまち じり/ \ と、 からだ 中が 焼けた- V れて 

さ を 

来ました。 兵たい の 顔色 はまつ 青に なって しま ひまし 

た。 



「あ、、 とうく これな り 焼け死ぬ のか ご と 思 ひなが 

ら、 向う の ティ ブルの 上の 踊の 女の人 を 見つめて ゐま 

した。 踊の 女の人 も、 ぢ つと 兵たい を 見て ゐ ました。 

と、 坊ちゃん はふい に 踊の 女の人 を 石段の 上から ひ 

つべ がして、 いきなり、 また、 ぼんと スト ー ヴの 中へ 

なげこみました。 女の人 はづ しんと 一本 足の 兵たい の 

そばまで 来たと 思 ひます と、 たちまち 頭から 足の 先 ま 

で、 ぼう/ \ ともえ 上って しま ひました。 

あくる 朝、 女中が スト ー ヴの灰 を かきに 来ました。 

すず 

すると その 灰の 中から、 ハ— トの やうな 形 をした 錫の 

かたまりが 出て 来ました。 それから まつ 黒 こげに なつ 
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